
 

  

 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
本校は、右の図のように９つの項目に

おいて全教職員で協議をし、それぞれの

成果と課題を明らかにしています。そし

て、各項目の課題を解決するために、教

師が何を教えるかではなく、子どもにど

のような資質・能力をつけるべきかを明

記し、資質・能力の３本柱をもとに、目

指す子ども像を設定しています。 

そのようなことを通して、学校の教育

目標を「自ら学ぶ力と豊かな心をもち、心身とも

にたくましい子どもの育成」とし、 

○自ら学ぶ力：課題設定力・自己評価力 

○豊かな心：多様性・人間関係形成力 

○心身ともにたくましい：意欲的に取り組む力 

と、目標に対して育成すべき資質・能力を明確に

しています。 

また、すべての教育活動において育成を目指す

資質・能力を「自ら考える力（課題設定力・自己

評価力）」と定め、教職員のみならず、子ども達

も「何のために学ぶのか」を意識をして、日々の

授業や行事に取り組んでいます。 

このように、子どもにつけたい力（資質・能力）

を明確にした上位目標を設定することにより、そ

れぞれの取組（手段）は、担当者や担任に任せる

ことができ、当事者意識がよりすすむと思いま

す。同時に、保護者・地域の方との共通理解が図

られ、協働的な実践も推進されることでしょう。 

授業から学ぶ 

どの指導案も、ねらいが明確であり資質・能力を意識した授業が展開されていました。特

に２年生算数では「先生は次に何を求めるのか？」と、子ども達に問題を考えさせる等、正

に課題設定力を意識した発問でした。また、分散登校で学級を分けても、教員は学年部を超

えて授業を行う等、協働的な実践が行われていました。今後は、授業の終末の「振り返り」

で、子ども達がどのような事を書くのか、どんな姿になったら良いのか等、教師が願う具体

的なゴールの姿とすることで、「ねらい」との連動や、評価規準がより明確になります。そ

のような、具体的な実践を日常的に行うことで授業力がより向上すると思いました。 
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